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(一)

昭
和
三
十
五
年
四
月
一
日
以

降
合
格
レ
た
波
航
費
貸
付
移
住

者
に
対
レ
て
、
新
た
に
支
出
既
刊
以

が
交
付
言
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
u

こ
の
新
レ
い
制
度
じ
よ
っ
て

い
ま
ま
で
移
川
レ
た
く
て
も
資

金
小
足
℃
、
移
出
で
き
な
か
っ

た
人
た
ち
も
行
け
る
よ
う
に
な

り
ま
す
の
で
、
ど
利
用
く
だ
さ

'v こ
の
支
底
的
に
は

一
般
支
度

世
補
助
と
加
卸
支
度
目
間
助
の

二
種
矧
が
設
ひ
ら
れ
て
い
ま
す

一
般
宍
降
一
費
補
助

と
れ
は
阿
川
世
帯
貸
付
け
て

も
ら
え
ス
移
川
打
な
ら
、
だ

れ
で
も
吋
桁
か
あ
り
、
一
人

士
受
験
講
習
会
を
五
月
二
十
一一一

一

A
巾
孔
一方
法

日
か
ら
え
月
四
日
ま
で
長
崎
市

一

巾
山
一宮
ぽ
温
祉
明
務
所
に
噌

役
所
で
調
印
レ
ま
す
。

一

備

υて
あ
り
実
ず
の

叫
7
-

験
吊
望
者
は
五
月
二
十

二

巾
込
古
慢
川
乃
理
主
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過

は
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て

お

母
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寝
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会
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築
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。
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叶
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縦
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は
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一
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分
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い
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だ
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、

案

じ
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も
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乃
う
ち

一

て
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だ
さ
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。
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…

八
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で
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一
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一
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落
し
物
一
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祉
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栴
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毎
年

一

と
き
(
義
務
教
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絡
了
前
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一
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人
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六
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瀬
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日
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2
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一

名
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主
月
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現
住
一
氾
職

一
六
月
中
に
前
年
の
所
得
等
在
日
げ
一
子
そ
扶
養
す
る
も
の
は
、
そ
一
三
人

一
八、

0
0
0円
一
碕
重
出
張
所

3

7
、4
3

一
働
く
恒
少
者
つ
宰
は
と
躍
児
互
理
問
勤
務
先
川
名
称
、
所
在
地

四
月
二
十
四
は
長
附
市
域
山

一出
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
ず
か
ら

一

の
子
一
人
に
つ
き
一
万
五
千
一
四
人

一六
、
五

0
0円
一

松

若

実

6
d
J
7
d

一発
表
レ
て
、
町
会
一
般

日
一
く
に
使
一

重
乃
種
矧
叶
と
く
名
希
望
の

町
積
国
仰
社
亡
執
行
さ
れ
ま
↓

一つ
ぎ
り
こ
と
を
じ
ゅ
ぶ
ん
承
知
の

一

円
を
加
旅
し
た
額
)
一
五
人
以
上
一
四
、
七

O
O円
一
門
松
選
列

8
円
l
m日

一用
者
側
詰
心
会
」
か
め
、
宵
今

一

有
無
川
応
究
動
機
会
明
記
よ

た
審
の
長
崎
県
出
器
劣
て
一
う
え
臼
剖
表
じ
よ
り
か
な
ら
ず
同

一

2
配
的
苦
が
昭
和
三
十
四
年
分
一

・4
右
の
所
得
刀
審
資
は
市
民
税
一
西
↑
へ
吋
出
rr
所

2
1
5

一
倍
乃
凋
措
宅
ほ
か
る
ピ
め
、
一
る

つ
ぎ

ω拾
得
物
が
あ
り
、
表
一
望
し
て
く
だ
さ
い
。

一
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一

申
告
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ま
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か

ら

石

市

役

所

宮

北

日

一

こ

の

た

び

認

省

で

ほ

つ

ぎ

2
一
合
間
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四
三
室
内
以
内

一

一

、

提

出

す

る

書

類

な

ど

一

る

と

き

一
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に
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民
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の
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い

一

(
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祉
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所
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b
り
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2
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一
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一
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饗
義
務
者
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昭
和
三
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四
一
人
は
、
申
告
地
市
町
村
長
の
一

一活
文
」
為
碍
惜
し
ま
す
の
で
、
該
一

明
人
少
記
宅
ヘ
ペ
月
↑
日
ま
C

一

で

証
書
の
な
い
人
は
裁
定
通

一

一

当
乃
か
之
内
多
数
ab
芽
レ
て
く
だ
一

J

一

一

一

A
健一
秀
作
品
、
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い
は
サ
助
大
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辺
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知
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一

一

一

さ
い
。

一
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一

)

)

)

)

)
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一

高

め

ら

れ

電

気

に

よ

る

火

三

一

ヘ

対

fへ
才
議
内
側
く
信
一

ょ
び

2
15

一

3
印
鑑

一

電

気

の

御

用

を

承

り

ま

す

一

語

1
言

い

よ

う

お

し

一

少

者

一

(
市
教

5
3
)

一

4
母
子
福
祉
年
金
党
給
者
は
本

一

/
l
¥
/
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/
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/
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¥
/
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/
{
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一

一

A
内
容

つ
ぎ
1
烈
頃
け
な
か
か
一

一

年

六

月

百

現

在

の

生

計

純

一

故

障

な

ど

巡

回

し

て

修

埋

一

〔

巡

回
地
区

〕

一

ら

コ

ノ
芸
ん
よ
暗
号
一
と

一

一

拍

申
立
書

一

戸

一

東

浦
、
前
舟
津
、
久
原
、
玖
白
山
崎
、
一
⑦
丸
ん
江
川
川
仲
良
く
働
い
て
い

一

一

右

の

う
ち
2
、
4
の
用
紙
は

一

九
氾
六
一村
営
業
所
で
は
五
月
二
ず
る
こ
と
に
レ
て
い
ま
す
。

一本
小
路
、
新
町
、
上
小
路
、
常
船
一
く
~ァ
乃
に
乙
ん
な
乙
ご
を
し

一

一

車
備
レ
て
い
ま
す
。

「
日
か
ら
J
三
十
一
日
ま
で
を
「
御
一
そ
の
行
事
の
一
つ
と
し
て
五
月
一
草
場
、
池
ノ
坊
、
須
田
木
、
役
場
一

ょ
う
.
乙
ん
任
こ
と
が
し
て
ほ

一

二一
、
支
給
停
止
と
な
る
所
得
額
お

一用
承
り
月
間
」
と
し
て
各
家
庭
の

一十
七
日
か
ら
三
十
け
ま
で
に
つ
ぎ
一
与
崎
、
大
佐
古
、
小
佐
古
、
柴
田

一

し
い

一

一

よ
び
所
得
税
額

ω基
準

一電
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任
ム
廿
計
算
の
期

uは
合
格

決
定
の
日
)

加
算
支
度
費
補
助

つ
ぎ
に
該
当
す
d

あ
移
住
者
で
審

赤
ち

ゃ
ん
に
も
支
度
費

凶
月
か
ら
移
住
者
に
交
付

当
リ
満
十
一一
才
以
上
は
五
千

十九
百
川
、
尚
三
才
J
十

，才

米
間
は
二
千
三
百
円
、
尚
三

才
求
刑
は
二
千
円
が
そ
れ
ぞ

れ
交
付
さ
れ
ま
す
の

査
に
よ
り
必
要
と
認
め
た
も
の

に
対
し
て
、
一二
人
以
上
の
家
族

一
一
戸
に
対
し
て
一一一
万
川
が
別
に

交
付
さ
れ
ま
す
。

一刊
離
職
引
の
も
の
お
よ
び
被
災

者
で
あ
っ
て
と
く
に
必
要
と
認

め
ら
れ
る
も
い
り

州
生
活
保
担
法
の
適
用
ま
た
は

と
れ
に
準
ず
る
取
り
扱
い

J

借
受

け
て
い
る
も
の。

け
市
町
村
長
の
証
明
す
る
前
町

度
防
得
額
十
八
万
九
千
円
ま
C

の
低
額
所
得
者
に
あ
っ
て
と
く

に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
も
の
。

た
だ
じ
資
産
処
升
見
相
額
二
十

万
円
未
満
の
も
の
。
(
成
林
課
)

今
月
の

移
住
柑
談
日
は
十
八
日 ï\i'f.日列 'i~税、木材引取税、保険税)住宅N~川判、 7](

j白|戸|、汚物(ごみ)搬111
1r数料在どをなにかの者¥¥1¥

また、 H日fl134年度分でI¥iからの支払代金を吃lf'z-コて

いないかたは 5n3 1 Ll ~t'CK交取ってく ださ い 。

き
、

現
金
二
四
六
円
お
よ
び

「
河
」
の
印
鑑
任
中
)
ム
水
白

馬
打
崎
一
ナ
一コハ一
自
然
木
製
ス

テ
ッ
キ
一
木

(福
祉
事
務
所
)

で納めて治られないiJ、たは!日めに納めてください O

対
す
る
教
育
を
強
佑
す
る
た
め
一

に
閃
か
れ
る
も
り
で
す

。

一

八
一境
川

大

付

保

問

所

一

〈一
対
象
者
初
舵
婦
に
限
る
一

八
一
期
判
六
月
七
日
開
講
ベ
週
一

刊
の
予
定
(
毎
週
火
酬明日
午一

後
一
時
か
ら
三
時
ま
で
)
一

(
年
四
凶
開
設
の
予
定
)

一

A
講
議
川
容
乃
抗
娠
の
術
畳
一

「幻
JM
娠
中
の
街
宣
ゆ
妊
産
博

一

授
乳
帰
の
栄
養
必
お
産
の
単
一

備
ψ
お
産
の
経
過
@
産
後
の
一

岡
山
生
⑦
赤
ち
ゃ
ん
の
衣
類
③
一

赤
ち
ゃ
ん
の
保
育
①
赤
ち
ゃ
一

ん
の
均
ふ
ろ
⑪
最
後
に
践
談

会
開
雌

ム
講
師

z

保
陣
所
長
、
医
川
、
一

保
他
府
、
栄
養
士
、
助
高
一
帰
一

ム
受
講
桔
望
ぎ
は
大
村
保
健
所

へ
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

(
大
村
保
健
所
)

建
築
士
に
な
り

た

い

か

た

へ

計
年
鯨
」
冷
乙
の
ほ
ぞ
発
刊
し

ま
レ
た

4

んで
、
ご
希
望
の
か
た

は
川
崎
数
じ
制
限
が
あ
り
ま
す
の

で
、
早
め
に
県
統
計
課
へ
申
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

お
り
ち
ま

υH
5限
・
讃
辺
、
レ

1
1
P
V
1
1
4
2
 

ザ

1
市
町
り
、
四
日
門
戸仕
ぺ
1
ジ
で

配
布
川
崎
は
千
円
で
す
。

(
庶
務
斜
)

車
は
左

の

交
通
別
川
を
守

っ
て

人
は
右
、

事
品
川
を
な
く
し
、

明

る

い

ま

ら

に

い

た

し

ま
し
ょ
う
。



工
業
地
域
と
住
居
地
域
と
の
聞
に
一万
円
、
一二
十
二

年

度

二

百

五

十

万

一

一

帯
状
緑
地
を
計
回
し
て
い
ま
す
。

一円、

三
十
三
年
度
四
百
万
円
、

一三

一

さ
ら
に、

出
川
に
沿
っ
た
格
好

一十
四
年
度
バ
百
万
円
程
度
を
充
当
一

一

の
場
所
や
河
岸
会
闘
と
し
て
あ
げ
一
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
後
は
乙
れ

一

一

一

一米
の
配
給
を
受
け
て
い
る
か
た
で

一

て
い
ま
す
。

一巻
他
の
璃
業
に
使
，っ
乙
と
に
な
り

一

一

一

，

一

お
米
屋
港
変
え
た
い
か
た
は
、
五

一

ほ
か
に
、
都
市
計
画
に
わ
す
れ

一手
J

Q

一月
二
十
三
日
か
ら
二
十
四
日
ま
で

一

て
な
ら
な
い
乙
と
は
、
下
水
道
工

一

し
た
が
っ
て
、
都
市
計
回
実
施
一

一

一

〕

可

一に
市
民
課

(山川
強
所
)
に
登
録
変

一

事
で
あ
り
ま
す
が
ど

れ
も
降
雨
一
幻
域
以
外
U
地
h
に
つ
し
て
は
、

一更
巾
請
書
を
出
し
て
ぐ
だ
さ
い。

一

を
予
制
し
た
計
嗣
り
も
ど
に
、
旧
一
文
イ
の
向
上
、
問
光
の
開
発
、
宣一

一

一

1
・
一(
主
食
通
帳
と
印
鑑
が
必
要
で
す
)
一

市
街
を
は
じ
め
各
州
以
に
お
け
る
一
業
の
発
腿
を
は
か
る
た
め
、
部
市

一

一

一

一

(

市

民

課

)
一

集
団
住
居

盟

主

と

じ

た

量

計

画

室

と

並

行
し
て
、

市
道
、

一

j
t
i
t
i
l
-
-
j
一

を
し
て
い
ま
す
。
一
段
道
な
ど
の
改
良
整
備
を
強
力
に

一

道

路

は

片

づ

け

て

広

一

一
推
す
る
よ
う
計
一
幽
レ
て
い
ま
す
一
く
使
い
、

パ

ド

ミ

ン

一

以

上

の

よ

う

に

都

市

計

画

事

業

一

卜

.

、

一

一

が
推
進
さ
れ
る
わ
け
で
す
ア
、
と
一
と
の
三
口
酉
は
梶
尾
線
ほ
カ
三
十
一
ト

γ
な

ど

の

遊

ぎ

は

一

の
経
費
な
ど
は
街
路
事
業

T
L一

線
(
延
長
五
万
九
千
二
百
八
十
一

危

険

で

す

か

ら

や

め

一

;
一
三
メ
ー
ト
ル
川
事
業
費
六
千
九
百
一

一

九
路
線
(
延
長
四
万
二
百
九
十
メ
一

j

一

ま
し
ょ
う
。

一

一万
円
を
十
カ
年
計
耐
)
ぞ
整
備
す

一

町

ー
ト
ル
)
の
三
億
七
千
三
百

万

円

一

一

I

一

一
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

一

念

F

一
ム
水
の
叱
芸
コ
ン
テ
ス
ト
H
資

下
落
事
業
費
は
第
一
期
計
百
と

J
穴
埋
域
以
外
の

2
5、

都一

口

H

水

道

週

間
H

て

な

お

、
水
道
新
聞
社
で
は
つ
ぎ

一格
裂
な
し
、
内
り
は
水
に
関
し

し
て
二
低
五
千
万
円
と
な
っ
て
お
一

U
3
U
j
一

一

口

一

一
ま
た
、
住
居
、
工
業
、
準
工
業
一
り

ま

す

。

一

市

計

岡

山

制

条

伊

グル
巾
定
で
従
来
よ

一

口

の

懸

宵

募

集

を

し

て

い

ま

す

の

で

一た
も
の
、
枚
数
吋
四
百
字
詰
十
五

一商
業
の
各
地
域
を
つ
な
ぐ
、
縦
割

一

一

り

き

の

受

禁

見
込
ま
れ
、
近
一

o

標

語

な

ど

募

集

多

数

寄

し

て

く

だ

さ

い

。

一枚
以
内

一り
の
幹
線
街
路
な
ど
-
一
本
会
面
一

一代
都
市
造
り
に

一
室
踏
み
出
す
一
水
道
課
で
は
六
月
六
日
か
ら
さ
雪
高
揚
す
る
も
の
ム
水
の
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
長
一
以
上
い
ず
れ
も
締
切
り
は
五
月

一し、

鉄
遁
と
は
立
体
交
叉
を
考
え
一

計

画

地

域

以

外

の

一と
と
と
な
る
わ
け
で
す
。

一月
十
一
百
ま
で
行
な
わ
れ
る
「
水
了
方
法
〕
官
製
は
が
き
に
一
枚

一格
ば
制
悦
な
レ
、
題
材
は
水
道
ま

一二
十
一
百
(
当
日
消
印
有
効
)
ま

一
て

い

ま

す

。

一

i
v
t
l
l
j
l
ι
一
同
一
な
お
、
実
施
計
耐
の
決
定
は
、
一道
週
間
」
に
関
し
て
つ
ぎ
の
と
お
了
旬
書
い
て
出
す
と
と
一
た
は
木
に
関
す
る
も

ω、
サ
イ
ズ

一
で
犬
阪
市
西
区
南
明
江
立
花
通
三

一

ま
た
、

竹
飢
駅
山
駅
前
以

場

は

一

一

市
が
建
設
六
百
あ
て
巾
謂

υ、
畏

一り
箆
右
募
集
し
て
お
り
ま
す
の
一
〔
送
先
〕
大
村
市
水
道
町
大
村

一は
臼
患
古
典
四
つ
切
し
ハ
つ
切、

一ノ
五
七
水
道
新
聞
社
コ
ン
テ
ス
ト

一乗
降
客
の
増
加
を
見
込
ん
で
駅
前
一
と
れ
ら
の
目
安
芸
実
施
す
る
た
一
崎
県
地
方
都
市
計
画
審
議
蓑
員
会
一
で
ど
し
ど
し
応
募
く
だ
さ
い
。
一
市
水
道
課
へ
五
月
二
十
三
日
ま
で
一
使
用
材
料
ぺ
白
出
一
係
へ

大
村
市
の
都
市
計
画
は
昭
和
十
一
で
は
県
内
で
は
最
も
す
ぐ
れ
て
い

一
人
(
土
地
利
用
計
画
に
よ
り
収
容
一広
助
手
設
問
す
る
引
耐
で
す
。
一
め
の
経
世
に
都
市
計
踊
税
お
よ
び
一
の
諮
問
生
経
て
大
山
が
最
終
決
定
一
〔
趣
旨
〕
健
康
な
日
常
生
活
笠
(
当
日
消
印
有
効
)

¥

一

冷

水
ぷ
凶
回
コ
ン
テ
ス
ト
リ
苛
一

入
選
作
品
に
対
し
て
は
犀
夫

七
年
軍
都
と
し
て
計
画
さ
れ
、

二

ま
す
が
、
海
ト
輸
送
に
難
点
で
あ

一で
き
る
人
口
)
窓
定
し
ま
し
た

一

P

1

0

・
一
一
国
崎
補
助
金
な
ど
が
充
て
ら
れ
ま

一を
お
と
な
い
ま
す
・

一営
む
う
え
に
最
主
要
な
役
割
り
一

〔
発
表
)
市
政
疋
よ
り
に
発
表

一格
芯
小
学
校
叫
i
六
甲
笠
お
よ
び

一
目
立
、
賞
金
、
記
念
品
が
附
ら
れ

部
実
施
さ
れ
ま
し
た
が
二
十
六
年
一る
と
と
と
大
消
世
地
に
速
い
と
い

一

i
ga

l
l
i
-
-

一

公

園

緑

地

計

画

一
一
す
。
本
年
度
の
都
市
計
画
税
は
五
一
さ
ら
に
、
具
体
的
な
軍
度
事
業

一を
果
た
す
水
道
に
つ
い
て
、
一
般
一
し
本
人
に
は
別
途
通
知

一
巾
学
宜
、
閣
材
は
写
真
と
同
じ、

一ま
ず
。

に
改
訂
さ
れ
て
現
在

L
お
よ
ん
で

一う
こ
と
な
ど
で
、
不
利
な
と
ζ
ろ
一

街

路

計

画

一
F
i
l
l
i
s
-
-
B
i
l
b
a
o
-
i

一目
八
十
万
凡
で
都
市
計
画
事
業
費
一剖
の
♂
止
に
つ
い
て
も
同
様
の
手

一の
理
解
ど
関
心
を
高
め
、
併
せ
て
一
〔
賀
〕
一
席

一
名
一
誌
と
記
念

一サ
イ
ズ
ぽ
四
つ
切
、
使
用
材
料
は

一

い
ま
す
。

一が
あ
り
、
到
底
、
大
規
模
な
重
L
一

一

県

立

公

園
野
岳
の
握
や
辞
平
氏
山
一

は
大
村
町
駅
前
線
ほ
か
ニ
線
で
二
千
一
続
示
な
さ
れ
る
と
と
に
な
っ
て
一水
道
に
対
す
る
愛
諮
と
感
謝
の
思
一
品
、

二
席
二
名
問
、

一一一
席一
ニ
名
町
一
自
由

一

都
市
計
闘
の
回
一般
は
道
路
計
画
一業
の
立
地
に
は
不
適
で
あ
る
ょ
っ
一
し
た
が
っ
て
、
土
地
利
用
計
闘
一
(
皆
瀬
)
な
ど
は
公
園
と
し
て
者
一二
百
九
ト
万
内
の
予
定
で
す
。
一
い
ま
す
。

ば
か
り
で
な
く
、
都
市
経
営
を
基
一に
笥
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
立
地
条

一に
過
合
ず
あ
街
路
網
も
計
画
に
の

一ぇ
、
そ
の
整
備
も
引
耐
し
、
な
お

一

従
来
、
都
市
計
画
宇
来
の
経
世
一

0

0

0

盤
と
し
た
総
合
的
な
も
の
が
主
要
一件
に
適
す
る
工
業
が
当
然
計
画
さ

一せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
、

一森
回
一
部
今
津
郷
、
出
ノ
原
郷
の

一は
一
般
財
源
主
干
一
年
度
二
百
一

0

0

0

課
闘
で
あ
る
と
と

(示246号)

j全市におよぶ事業計画;

市

で

は

凶

月

三

十

日

巾

議

会

臨

時

議

会

を

招

集

し

て

、

大

村

市

の

都

市

計

画

を

推

し

進

め

る

た

め

に

、

大

村

市

都

市

計

凶

税

条

例

を

上

程

し

ま

し

た

と

こ

ろ

、

議

会

で

評

議

の

結

果

、

五

月

二

日

原

案

が

決

定

さ

れ

ま

し

た

。

同

時

に

都

市

計

一

間

山

中

業

に

伴

な

い

上

程

さ

れ

ま

し

た

市

債

起

債

の

件

、

昭

和

三

十

五

年

度

追

加

更

正

予

算

も

決

定

さ

れ

ま

し

た

の

で

、

本

年

度

か

ら

本

格

的

に

都

市

計

商

事

業

を

遂

行

す

る

こ

と

に

な

り

ま

し

た
。

以

下

都

市

計

画

事

業

の

概

要

お

よ

び

都

市

計

一山

税

条

例

に

つ

い

て

お

知

ら

せ

し

ま

す

。

き
れ
い
u
に
な
る
大
村
市

総
合
的
に
土
地
を
利
用

りよ7ゴ政

都

市

計

画

の

概

要

市

十
カ
年
を
目
標
に
推
進

やJ大(毎月1日，10日，20臼発行〉
昭 和35年 5月10日

(昭幸113:3年4月22臼第三樋韮1¥俊物認可〉

五

月

十

五

日

は

交

通

安

全

日

こ
の
税
金
は
都
一
巾
計
一嗣
事
業

を
実
施
す
る
た
川町
に
納
め
て
い

た
だ
く
、
い
わ
め
る
目
的
税
で

す
か
ら
、
都
巾
剖
師
事
業
以
外

お

米

屋

を

変

え

ら

れ

ま

す

…t
l
l
J十
4
4

j
J
.
川
一
い
が
数
d
刈
り
が
で
き
干
ば
つ
!
ト
ル
以
下
の
若
刈
は
寵
成
分

一
農

事

メ

モ

…

に
ど
一
一
一

γ
jJ
に
強
い
室
か
つ
て
ロ
ゾ
ク
を
が
あ
っ
て
、

家
畜
に
悪
け
と
い

畜
産
日
背
葉
清
葉
の
時

候

を

す

す

め

ま

す

。

わ

れ

て

い

ま

ず

か

ら

ど

注
意
く

め
で
る
の
も
つ
か
の
間
、
と
と

ロ
ゾ
ク
峰
山守
口ソ
ル
ゴ

l
ま
だ
さ
い
。
刈
取
り
内
部
峻
牛
尿

し
の
梅
雨
は
早
い
と
の
と
と
で
た
ば
サ
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
と
も
い
な
ど
の
追
肥
争
与
え
る
乙
と
を

す

。

い

支

す

。

四

月

下

旬

か

ら

五

月

わ

す

れ
な
い
よ
う
に
。

家
畜
は
滞
気
に
弱
い。

一街舎
は

と
旬
爪
時
き
晴
で
す
。

ま

た
、
飼
料
の
質
を
良
く
す

常
に
サ
ラ
リ
と
乾
燥
さ
せ
て
お
二
J
三
一
間
刈
リ
が
き
き
主
す
る
た
め
に
、
背
刈
大
豆
や
カ
ワ

き
た
い
も
の
で
す
。
俳
誕
排
尿
か
ら
唯
眠
岨
ら
他
学
肥
同
も、

ピ
l
(秋
サ
サ
ゲ
)
な
ど
も
時

の
処
理
に
心
が
け
、
敷
ワ
ラ
の
つ
と
め
て
多
く
与
え
る
と
ど
が
き
た
い
も
の
で
す
。
カ
ウ
ピ

1

取
り
か
え
ら
手
ま
め
に
行
な
い
大
切
で
す
。
種
子
量
証

一
O
ア
は
二
度
刈
で
き
る
の
で
ロ
ゾ
ク

ま

し

ょ

う

。

ー

ル

当
リ
三
リ
ッ
ト
ル
理
度
。
と
混
描

y
る
り
に
む
き

J

ま
す

。

飼
料
作
物
:
・
夏
か
ら
秋
に
利

厚
ま
き
す
る
と
一
番
刈
の
収
量

(
県
農
業
改
良
普
及
所
)

用
す
る
飼
料
作
物
の
蒋
き
時
で
は
多
い
が
、
二
審
刈
以
後
の
収

す
。
ト
オ
モ
ロ
コ
シ
も
よ
ろ
し

壁
が
少
な
く
な
り
ま
す
。
一
メ

~VVV" 

ロロロ ロ

(
水
道
課
)

一
0
・
:
新
緑

ω風
か
お
る
五
月
、
一
カ
所
ず
つ
の
剖
合
い
で
入
れ
保
一
仔
し
で
あ
る
も

ωは
、
忘
れ

…
さ
ん
さ
ん
と
降
る
太
陽
の
光
に
れ
ば
完
全
で
す
。
ま
た
沼
試
を
な
い
た
う
仁
台
所
の
メ
モ
を
記

山
あ
た
る
の
も
、
大
い
に
け
っ
と
す
い
や
す
い
も
の
は
、
ピ
ニ
!
入
し
て
一
品
刈
に
使
い
と
ん
で
い

?
つ
な
と
と
で
す
よ
か
レ
、
毎
ル
の
袋
に
人
れ
、
般
討
(
シ
き
ま
す
。

一
年
の
例
で
い
う
と
ド
旬
に
な
っ
リ
カ
ゲ
ル
な
ど
)
と
い
っ
し
ょ

0
・
:
新
鮮
ペ
野
菜
的
多
く
な

E

た
ら
縄
問
も
よ
う
に
な
る
と
考
に
倍
封
し
ま
す
。
る
の
は
け
ヮ
と
う
で
す
が
、
寄

…
ぇ
、
傍
雨
ど
き
の
準
備
に
は
い

0
・
:
制
度

ω上
っ
た
夜
は
子
庄
虫
も
多
く
な
り
ま
す
。
な
ま

昨
っ
て
く
だ
さ
い
。

了

氏

。

も

つ

え

を

し

ま

っ

五

月

の

く

ら

し

-

;

て
よ
ろ
し
い
で
し
ょ
う
。

一I

l

i
--

J
0

・o
'

ell
-

一
た
だ
時
に
は
は
だ
寒
い
H
も
あ

唱

ど

も

が

ふ
と
ん
か
ら
乗
り
出
し

叫
り
ま
ず
か
ら
、
う
す
毛
の
セ
!

が
ち
で
す
。
お
腹
か
み
胸
に
か

一
タ
ー
な
ど
は
残
し
て
。

品

け

て

別

の

布
を
つ
付
た
保
楓
衣

一O

冬
衣
を
し
ま
う
の
に
衣
柔
奇
え
て
や
り
主
し
よ
う
。
混

一
し
よ
う
箱
を
利
用
し
た
ら
い
か
く
な
っ
て
か
ら
の
凶
邪
は
な
お

…
が
で
し
ょ
う
。
殺
虫
剤
は
パ
ラ
り
に
く
い
も

ωで
す
。

切
ジ
ク
ゾ
l
ル
剤
が
一
番
よ
く
き

0
・
:
食
物
の
カ
ピ
や
す
い

ゐ
自
民

一
き
ま
す
。
一
二
十
セ
ン
チ
卒
万
に

時
節
と
な
っ
て
き
ま
す
。

病
や
じ
ん
ぞ
う
病
、
そ
の
ほ
か

熱
性
病
に
有
効
た
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
日
取
町
、
と
れ
が
子

ど
も
の
神
科
質
に
き
ぐ
と
と
が

わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。

:
0・
:
大
削
除
を
す
ま
せ
一
L

i
な
い
と
と
月
で
は
、
間
雨

前
の
五
月
中
に
必
ず
お
と
な
い

ま
し
ょ
う
。
と
の
際
仁
殺
虫
剤

は
た
っ
ぷ
り
ど
ま
さ
、
と
の
亙

に
は
カ
や
ハ
エ
の
い
な
い
快

適
な
生
活
を
送
り
た
い
も
の
で

す
。
で
き
れ
ば
住
や
、
さ
ん
、

あ
る
い
は
食
品
捌
な
ど
木
の
部

分
そ
ク
レ
ゾ
ー
ル
せ
っ
け
ん
や

逆
位
せ
っ
け
ん
で
ふ
さ
、
よ
く

風
を
通
し
て
く
だ
さ
い
。
カ
ピ

が
生
え
に
く
く
な
リ
ま
す
。

野
菜
令
食
べ
る
と
き
は
、
巾
性

洗
剤
に
よ
ろ
水
洗
い
と
か
、
熱

泊四
消
毒
こ
か
、
じ
ゅ
う
ぶ
ん
に

気
ぞ
つ
か
っ
て
ど
だ
さ
い。

一

万
、
子
μ
ふ
)に
は
虫
下
し
を
の

ま
せ
る
時
期
で
す
九

0
・:
イ
チ
ゴ
が
出
盛
っ
て
き

ま
す
。
と
の
イ
チ
ゴ
が
消
化
器


